
ぜんぶ
わかったかな？

ニーさん

難易度

かんたーん

少しなやむかも

むずかしいかな

大階段をあがって２階へ行くと木の扉があるよ。
ドアのプレートには何て書いてあるかな？

第1問

答：おす登あく
と

明治時代には前後に開くスイング式の開き戸が
珍しかったので、わざわざこう書いてあります。

しき ひら ど

めずら か

めいじじだい ぜんご ひら

ちょっと
むずかし
かったかな？

２階の調べものの部屋は、どんな人
向けの部屋かな？

第 2 問

答：中学生・高校生
ちゅうがくせい こうこうせい

中学生・高校生が 調べものやレポート
作成をするのに役立つ本約１万冊があり
ます。誰でも利用することができます。

ほんやく

ちゅうがくせい こうこうせい しら

さくせい やくだ

だれ りよう

まんさつ

３階のラウンジは広くてちょっと休むのにちょうどいいね。
ラウンジのスペースは 100 年前、どういう場所だったと思う？

第6問

答：②空中 ( なにもなかった )
くうちゅう

３階のラウンジは平成の改修工事の際に増築された部分です。増築前
はラウンジと本のミュージアムの間の白いレンガの壁が外壁の役割を
していました。

かい へいせい かいしゅうこうじ さい ぞうちく ぞうちくまえ

ほん かべあいだ しろ がいへき やくわり

ぶぶん

①レストラン　②空中 ( なにもなかった )　③ラウンジ (今と同じ )

レンガ棟の２階に、ゆらゆらと波
をうっているような窓ガラスが
あるよ。どこにあるかな？

第 4 問

答：2階児童書ギャラリー

入口手前の窓
いりぐちてまえ まど

かいじどうしょ

手吹きガラスを使用した窓です。
て  ふ しよう まど

２階の児童書ギャラリーの奥へ進むと扉の右
側に小さな窓があるんだ。この窓はむかし、
何に使われていたのかな？

第 3 問

この小窓は、帝国図書館 時代、書庫の各層から小型エレベー
タを使って運ばれた書籍を取り出すために、開けられてい
ました。このエレベータは、水圧式でした。この部屋は、当時、
貴重書を閲覧するための特別閲覧室でした。

答：本のエレベータで運んだ本の取り出し口
ほん はこ とほん だ ぐち

こまど じだいていこくとしょかん しょこ かくそう こがた

つか はこ しょせき と だ あ

すいあつしき へや とうじ

きちょうしょ えつらん とくべつえつらんしつ

※

３階のラウンジの壁の白いレンガはどうやって色をつけ
たのかな？ 実際に手でさわってみて考えてみよう。

第 5問

答：③やきもの用のうわぐすり ( 釉薬 )
ゆうやくよう

お皿や茶わんなどの「やきもの」と同じように、焼くと

ガラスのような性質になる「うわぐすり」( 釉薬 ) をかけ

て作っています。手が込んでいるんですね。

ちゃさら おな

せいしつ ゆうやく

や

てつく こ

①ペンキ　②チョーク　③やきもの用のうわぐすり (釉薬 )
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イチロウ イチ子

ミテミテくん

ブック先生

キイテミーくん

国際子ど
も図書館

【答え】

※レンガ棟の建物は 1906（明治39）年に帝国

図書館として建てられ、昭和４（1929）年に増

築された建物を保存して再利用したものです。

とう たてもの めいじ ていこく

としょかん た しょうわ ぞう

ちく ほぞん さいりよう


